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①関係部局等との意見収集後、意見交換実施

②キャンパス整備ＷＧで計画素案審議・決定

　（運営基盤管理部で計画素案策定）

③施設・環境委員会に諮り審議・承認を得る

④総合企画会議に諮り審議・承認を得る

⑤部局長等連絡調整会議に報告

   

⑥ホームページ等に公開

このマスタープランは下記の承認手続きを経て策定された

（必要・時期に応じ）

▼

▼

▼

▼

▼
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